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が
目
的
で
は
な
く
、
そ
れ
を
も
っ
て
環
境

汚
染
の
現
状
を
改
善
し
、
過
度
な
焼
却
依

存
と
な
っ
て
い
る
廃
棄
物
政
策
の
見
直
し

を
目
指
す
市
民
に
よ
る
政
策
提
言
を
視
野

に
入
れ
た
活
動
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

生
ご
み
の
堆
肥
化
（
有
機
物
の
資
源
化
）

も
そ
の
１
つ
で
あ
る
。
環
境
総
合
研
究
所

（
Ｅ
Ｒ
Ｉ
）
が
第
三
者
的
な
専
門
家
と
し

て
関
与
す
る
こ
と
か
ら
も
、
調
査
の
信
頼

性
は
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
点
は
特
に
重

要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。

何
を
測
定
す
る
か

　

１
９
９
９
年
春
に
市
民
参
加
に
よ
る
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
測
定
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
連
合
会
事
務
局
か
ら
Ｅ

Ｒ
Ｉ
に
相
談
が
持
ち
か
け
ら
れ
た
。
さ
っ

そ
く
内
部
で
測
定
の
た
め
の
試
料
を
何
に

す
る
か
な
ど
、
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
、

す
で
に
１
９
９
５
年
頃
か
ら
摂
南
大
学
薬

学
部
食
品
衛
生
学
教
室
の
宮
田
秀
明
教
授

の
研
究
室
で
は
、
ク
ロ
マ
ツ
を
試
料
と
し

た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
の
研
究
が
行
わ

れ
て
い
る
と
の
情
報
を
得
た

1
。

　

ま
た
、
１
９
９
７
年
度
に
は
、
宮
田
教

授
の
指
導
を
受
け
、
旧
環
境
庁
が
ク
ロ
マ

ツ
を
用
い
て
国
内
各
地
の
調
査
を
行
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
マ
ツ
の
針
葉
を
用
い

た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
活
動
の
可
能

性
が
一
気
に
高
ま
っ
た

2
（
図
１
参
照
）。

　

何
を
測
定
す
る
か
、
す
な
わ
ち
試
料
の

選
定
は
極
め
て
重
要
と
な
る
。
安
価
で
入

手
可
能
な
こ
と
、
わ
か
り
や
す
い
こ
と
、

全
国
で
の
比
較
が
可
能
な
こ
と
、
な
ど
市

民
に
よ
る
調
査
と
し
て
は
欠
か
せ
な
い
要

件
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
こ
で
、
宮
田
研

究
室
と
連
絡
を
と
り
、
分
析
方
法
な
ど
に

つ
い
て
の
情
報
提
供
を
は
じ
め
と
す
る
さ

　

先
月
号
で
は
、
１
９
９
９
年
に
開
始
さ

れ
た
市
民
参
加
に
よ
る
松
葉
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
調
査
が
い
ま
も
な
お
継
続
さ
れ
て
い

る
背
景
に
つ
い
て
概
説
し
た
。
本
号
で
は
、

市
民
に
よ
る
環
境
監
視
活
動
を
支
援
す
る

専
門
家
の
立
場
か
ら
そ
の
科
学
的
裏
付
け

と
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
こ
と
と
す

る
。

　

市
民
参
加
に
よ
る
環
境
監
視
活
動
は
、

単
に
調
査
結
果
（
測
定
値
）
を
得
る
こ
と

　

そ
こ
で
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
で
は
独
自
に
ク
ロ
マ

ツ
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
分
析
に
つ
い
て
国

際
的
な
調
査
を
行
い
、
実
績
、
コ
ス
ト
、

受
け
入
れ
体
制
な
ど
に
つ
い
て
評
価
を
行

い
、
最
終
的
に
カ
ナ
ダ
の
民
間
分
析
機
関

（M
axxam

社
）
に
依
頼
す
る
こ
と
と
し

た
。
国
内
ラ
ボ
と
比
較
し
て
、
分
析
費
は

１
／
３
以
下
、
国
際
標
準
を
取
得
す
る
技

術
レ
ベ
ル
を
も
ち
、
カ
ナ
ダ
や
米
国
の
連

邦
政
府
・
州
政
府
か
ら
の
受
注
実
績
も
有

り
そ
の
信
頼
性
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
ら
だ
。
何
よ
り
、
国
内
ラ

ボ
と
は
異
な
り
、
行
政
と
の
距
離
が
あ
る

こ
と
、
ラ
ボ
と
し
て
第
三
者
性
が
確
保
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
た
。

分
析
方
法
の
信
頼
性
を		

ど
う
確
保
す
る
か

　

ク
ロ
マ
ツ
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
分
析
の

方
法
・
手
順
（
プ
ロ
ト
コ
ル
）
を
ど
う
す

る
か
、
が
次
の
課
題
だ
っ
た
。
そ
れ
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
国
内
で
測
定
さ
れ
て

き
た
ク
ロ
マ
ツ
の
デ
ー
タ
と
の
比
較
を
重

視
し
、
摂
南
大
学
宮
田
研
究
室
の
分
析
方

法
を
踏
襲
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

同
研
究
室
の
協
力
を
得
て
、
手
順
を
英

文
化
し
て
カ
ナ
ダ
の
ラ
ボ
に
送
り
、
一
定

期
間
の
準
備
を
行
い
、
受
け
入
れ
体
制
を

ま
ざ
ま
な
協
力
を
得
な
が
ら
、
準
備
を
進

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
マ
ツ
の
針
葉
が
大

気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
を
把
握
す

る
た
め
の
生
物
指
標
と
し
て
適
し
て
い
る

理
由
は
以
下
の
様
に
整
理
で
き
る
。

①
ク
ロ
マ
ツ
は
針
葉
樹
で
あ
り
、
日
本
全

国
、
北
は
北
海
道
札
幌
市
等
道
央
地
域

か
ら
南
は
鹿
児
島
ま
で
各
地
に
生
育
し

て
お
り
、
地
域
間
の
比
較
が
行
い
や
す

い
こ
と
。
ま
た
、
見
分
け
が
付
き
や
す

い
こ
と
。

②
ク
ロ
マ
ツ
は
常
緑
樹
で
あ
り
、
平
均
２

年
程
度
で
針
葉
が
入
れ
替
わ
り
、
１
年

を
通
じ
た
長
期
平
均
濃
度
を
把
握
す
る

上
で
適
し
て
い
る
こ
と
。

③
ク
ロ
マ
ツ
の
針
葉
に
は
脂
肪
組
織
が
あ

り
、
炭
酸
同
化
作
用
の
た
め
気
孔
か
ら

外
気
を
取
り
込
み
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

を
は
じ
め
と
す
る
有
害
化
学
物
質
を
脂

肪
組
織
に
蓄
積
・
放
出
す
る
こ
と
。

④
摂
南
大
学
宮
田
研
究
室
に
お
い
て
、
新

芽
か
ら
２
週
間
ご
と
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
蓄
積
過
程
を
調
査
し
た
結
果
、
ほ
ぼ

半
年
後
に
は
針
葉
中
の
濃
度
が
安
定
化

し
地
域
の
大
気
中
の
濃
度
に
応
じ
て
ゆ

る
や
か
に
変
化
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と

3
（
図
２
参
照
）。

⑤
地
域
（
行
政
区
な
ど
）
に
点
在
す
る
多

く
の
地
点
か
ら
松
葉
を
集
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
平
均
の
濃
度
が
得
ら
れ

る
こ
と

4（
単
独
の
松
の
木
か
ら
針
葉

を
採
取
す
る
の
で
は
な
く
、
特
定
地
域

内
の
多
く
の
地
点
か
ら
集
め
た
針
葉
を

ブ
レ
ン
ド
し
て
試
料
と
す
る
方
法
を
採

用
）。

⑥
行
政
区
境
を
超
え
た
広
域
的
な
汚
染
の

広
が
り
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
解
析
（
ス
プ

ラ
イ
ン
補
間
法
）
に
よ
っ
て
濃
度
マ
ッ

プ
と
し
て
示
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と

（
前
号
で
紹
介
し
た
朝
日
新
聞
科
学
欄

掲
載
の
図
も
そ
の
例
）。

⑦
す
で
に
宮
田
研
究
室
や
旧
環
境
庁
に
よ

る
１
９
９
７
年
度
の
全
国
一
斉
調
査
に

よ
っ
て
、
多
く
の
ク
ロ
マ
ツ
の
デ
ー
タ

が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
の
比

較
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

ど
こ
で
測
定
す
る
か	

―
分
析
機
関
の
選
定

　

次
に
重
要
な
こ
と
は
、
全

国
か
ら
集
め
ら
れ
た
ク
ロ
マ

ツ
の
分
析
を
ど
こ
で
行
う
か

で
あ
る
。
１
９
９
０
年
代
末
、

す
で
に
国
内
に
は
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
を
分
析
で
き
る
分
析

機
関
（
ラ
ボ
）
が
複
数
存
在

し
て
い
た
が
、
国
が
指
定
し

た
分
析
機
関
に
よ
る
寡
占
状

態
に
あ
り
、
高
額
な
分
析
費

が
常
態
化
し
て
い
た
。

整
え
た
。
分
析
前
の
試
料
の
凍
結
乾
燥
、

試
料
の
均
一
化
、
使
用
す
る
溶
剤
の
種
類

な
ど
細
か
く
確
認
し
今
後
継
続
す
る
分
析

技
術
と
分
析
精
度
の
安
定
化
を
図
っ
た
。

何
よ
り
、
カ
ナ
ダ
の
分
析
機
関
は
連
邦
法

及
び
米
国
環
境
保
護
庁
の
規
定
に
準
拠
し
、

分
析
結
果
の
精
度
管
理
が
非
常
に
し
っ
か

り
し
て
お
り
、
透
明
性
が
高
か
っ
た
こ
と

も
選
定
の
大
き
な
理
由
の
１
つ
で
あ
っ
た
。

研
究
機
関
（
Ｅ
Ｒ
Ｉ
）
に
よ
る	

基
礎
的
研
究

◆
松
葉
と
大
気
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃
度
の

相
関
関
係
の
解
明
◆

　

カ
ナ
ダ
の
分
析
機
関
と
の
協
議
を
進
め

る
一
方
で
、
市
民
参
加
に
よ
る
監
視
活
動

と
し
て
実
施
す
る
た
め
に
は
、
結
果
の
評

価
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
く
必
要
が

あ
っ
た
。

　

松
葉
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
調
査
の
目
的
は
、

大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃
度
を
知
る
こ

と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
松
葉
中

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃
度
と
大
気
中
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
濃
度
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か

に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
日
本
で
は
、
松

葉
を
飲
食
に
供
す
る
習
慣
は
な
い
た
め
、

マ
ツ
の
針
葉
が
呼
吸
（
炭
酸
同
化
作
用
）

す
る
空
気
と
同
じ
空
気
を
そ
の
地
域
に
生

シリーズ シリーズ
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図1　環境庁によるクロマツ調査結果（1997年度）

対象地域 松葉中のダイオキシン類濃度

川口・草加 18pg-TEQ/g・Wet

戸田 15pg-TEQ/g・Wet

川越・所沢・狭山 24pg-TEQ/g・Wet

熊谷 8.7pg-TEQ/g・Wet

秩父 2.3pg-TEQ/g・Wet
出所：環境庁「平成9年度のダイオキシン類の総合パイロット調
査結果」

図2　クロマツの針葉へのダイオキシン類の蓄積過程

出所：黒松針葉を指標試料としたダイオキシン類の大気汚染評価法構築のための基礎研
究（池田勝、摂南大学）
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（
図
５
参
照
）。

　

た
だ
し
、
ク
ロ
マ

ツ
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
は
ｐ
ｇ-

Ｔ
Ｅ

Ｑ
／
ｇ
（
松
葉
１
ｇ

中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
濃
度
）、
大
気
中

の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

は
、
ｐ
ｇ-

Ｔ
Ｅ
Ｑ

／
㎥
（
大
気
１
㎥
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃

度
）
と
し
た
場
合
の

比
率
で
あ
る
こ
と
に

留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
特

定
の
調
査
対
象
地
域

の
複
数
地
点
か
ら
ク

ロ
マ
ツ
の
針
葉
を
採

取
し
て
地
域
平
均
の

ク
ロ
マ
ツ
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
濃
度
が
わ
か

れ
ば
、
そ
の
地
域
の

大
気
中
の
長
期
平
均

濃
度
が
わ
か
る
、
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
定
め
ら
れ

た
大
気
環
境
基
準
と
の
適
合
性
を
評
価
す

る
上
で
非
常
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
た
。

◆
行
政
に
よ
る
測
定
デ
ー
タ
な
ど
公
的
情

報
の
活
用
◆

　

調
査
が
開
始
さ
れ
た
１
９
９
９
年
度
か

ら
２
０
０
０
年
度
当
時
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
公
的
な

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー

タ
も
十
分
に
揃
っ
て
い
な
い
時
期
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
松
葉
と
大
気
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
濃
度
の
相
関
関
係
を
把
握
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
時
点
で
公
表
さ
れ
て
い
た

旧
環
境
庁
や
各
自
治
体
が
測
定
し
た
大
気

中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
の
デ
ー
タ
を
収

集
し
統
計
解
析
を
行
っ
て
、
実
測
値
に
よ

る
解
析
を
補
完
す
る
こ
と
が
重
要
と
判
断

し
た
。

　

た
だ
し
、
大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

環
境
基
準
値
が
「
年
平
均
値
で
０
・
６
ｐ

ｇ-

Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
㎥
以
下
で
あ
る
こ
と
」
と

定
め
ら
れ
た
に

も
拘
わ
ら
ず
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

コ
ス
ト
や
自
治

体
の
事
務
処
理

体
制
や
技
術
面

の
課
題
も
あ
り
、

従
来
か
ら
測
定

さ
れ
て
き
た
一

般
的
な
大
気
汚

染
物
質
（
窒
素

酸
化
物
や
硫
黄

酸
化
物
な
ど
）

の
よ
う
に
、
連

続
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
は
行
わ
れ
ず
、

年
２
回
な
い
し

年
４
回
の
測
定

結
果
の
み
で
あ

り
、
相
関
関
係

を
分
析
す
る
上

活
す
る
ヒ
ト
が
呼
吸
す
る
こ
と
で
、
体
内

に
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
る
リ
ス
ク
を
評
価

す
る
こ
と
が
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

同
じ
頃
、
神
奈
川
県
厚
木
米
海
軍
基
地

に
隣
接
す
る
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
の
排

ガ
ス
が
米
軍
基
地
内
の
住
宅
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
相
次
ぐ
米
国
側
か
ら
の
要
請
を

受
け
て
、
国
（
旧
環
境
庁
）
は
同
産
廃
焼

却
施
設
周
辺
数
カ
所
に
お
い
て
国
内
初
と

な
る
連
続
的
な
大
気
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
を
実
施
し
て
い
た

5
（
図
３
参
照
）。

　

そ
こ
で
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
で
は
、
日
米
両
国
の

関
係
機
関
の
了
解
を
得
て
、
連
続
的
な
大

気
サ
ン
プ
リ
ン
グ
地
点
の
近
傍
に
生
え
て

い
る
ク
ロ
マ
ツ
か
ら
松
葉
を
採
取
し
、
大

気
と
松
葉
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃
度
の
相
関

関
係
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
と

し
た
。
ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
が

米
国
司
法
省
か
ら
同
産
廃
施
設
周
辺
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
に
つ
い
て
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
調
査
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
手
法
を
用
い

て
面
的
に
大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃
度

の
分
布
を
把
握
し

6
（
図
４
参
照
）、
実
際

に
測
定
分
析
を
行
っ
た
基
地
内
及
び
基
地

周
辺
の
ク
ロ
マ
ツ
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃
度

と
の
関
係
を
解
析
し
た
結
果
、
ク
ロ
マ
ツ

対
大
気
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃
度
は
お
よ
そ

10
：
１
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た

4

で
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

何
よ
り
も
連
続
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
は
膨
大

な
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
非
現
実

的
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

国
内
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
デ
ー
タ

の
解
析
と
と
も
に
、
諸
外
国
で
既
に
行
わ

れ
て
い
た
針
葉
樹
の
葉
を
生
物
指
標
と
し

た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
に
係
わ
る
制

度
や
測
定
結
果
な
ど
も
参
考
と
し
て
活
用

し
た
。
特
に
Ｅ
Ｕ
で
複
数
の
国
が
針
葉
樹

の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
実
測
値
は
非
常
に
参
考
に
な
っ
た

7
。

学
術
的
な
成
果

　

一
方
、
膨
大
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ー
タ
の

蓄
積
は
、
学
術
分
野
で
も
大
き
な
成
果
を

も
た
ら
し
た
。
２
０
０
１
年
度
の
国
際
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
会
議
（
於
：
韓
国
慶
州
）
に

は
大
気
と
松
葉
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度

の
相
関
を
は
じ
め
４
本
の
論
文
を
発
表

し
、
世
界
各
国
の
研
究
者
と
議
論
し
、
高

い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
で
も
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
（
Ｐ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
と
Ｐ
Ｃ
Ｄ

Ｆ
）
の
同
族
体
パ
タ
ー
ン
の
統
計
分
析
に

よ
り
、
地
域
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
由
来

や
そ
の
特
性
が
松
葉
調
査
か
ら
推
定
可
能

と
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
だ
っ
た

（
図
６
参
照
）。

　

市
民
に
よ
る
調
査
が
研
究
者
の
手
に

よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
、
国
際
学
会
で
発
表

さ
れ
、
基
礎
研
究
デ
ー
タ
と
し
て
世
界
各

国
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

大
き
な
貢
献
を
し
た
こ
と
は
、
参
加
し
た

市
民
に
と
っ
て
も
大
き
な
刺
激
と
な
っ
た
。

そ
の
後
も
、
２
０
０
４
年
９
月
に
ド
イ

ツ
・
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
国
際
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
会
議
２
０
０
４
で
は
、
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
生
協
組
合
員
に
よ
る
１
９
９
９

年
か
ら
５
年
間
継
続
さ
れ
た
環
境
監
視
活

動
の
成
果
の
一
部
を
発
表
し
、
大
き
な
反

響
を
得
た
。

　

以
上
、
市
民
参
加
に
よ
る
松
葉
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
調
査
を
有
効
な
も
の
と
す
る
た
め

の
専
門
研
究
機
関
の
支
援
と
学
術
研
究
活

動
に
つ
い
て
ご
く
一
部
を
紹
介
し
た
。
次

回
は
、
こ
れ
ま
で
の
各
地
で
の
調
査
の
成

果
を
紹
介
し
た
い
。

シリーズ シリーズ

図4　神奈川県厚木米軍基地隣接産業廃棄物焼却炉からのダイオキシン類排
ガスの拡散シミュレーション（3次元流体モデル：年平均濃度予測結果の例）

図6　PCDD/PCDF同族体パターンの統計分析

出所：池田こみち他、国際ダイオキシン会議2001発表論文

PCDD/PCDF同族体パターンのクラスター分析
九州・中国エリアの2年分の測定データ107を用いて分析

12のクラスターに区分

〈特徴〉
Category I&G
焼却炉など発生源周辺
PCDFが右肩下がり
P5CDFが高い

Category H
バックグランドタイプ
T4CDDのみが高く他は
低い濃度

Category B,K&L
広域平均タイプ
T4CDDが高いが、
PCDFもやや右肩下がり

B

G

I

K

F

H

J

L

出典： CORRELATION OF DIOXIN CONCENTRATIONS BETWEEN AMBIENT AIR AND
 PINE NEEDLE 4-CATEGORIZATION OF CONGENER PATTERN- , Dioxin 2001

図5　松葉中ダイオキシン類濃度と大気中DXN濃度の
関係

出所：ERI作成、1999年度市民参加の松葉ダイオキシン調査
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図3　国による大気中ダイオキシン類の連続測定結果
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出所：厚木基地日米共同モニタリング調査よりERI作成




